
 
            

◎
災
害
用
井
戸
の
掘
削
が 始

ま
り
ま
す 

熊
本
・
大
分
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
、心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
大
災
害
の
際
に
は
、
す
べ

て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
断
水
は
生
活
に
非

常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
の
た

め
、
生
活
用
水
の
確
保
が
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
の
際
に
、
地
域

の
方
や
Ａ
３
街
区
の
エ
リ
ア
で
、
非
常
時

の｢

水｣

を
確
保
す
る
た
め
に
、
新
館
に
は

災
害
用
井
戸
を
設
置
し
ま
す
。 

「
生
き
る
た
め
の
水
」
と
は
、
飲
み
水
や

食
物
に
含
ま
れ
て
い
る
水
分
で
あ
り
、
最

低
一
人
一
日
、
一
リ
ッ
ト
ル
以
上
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
飲
料
水
は
周
辺
自
治
体
か
ら
の
給

水
活
動
や
救
助
物
資
及
び
一
般
小
売
店
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
販
売
な
ど
で
確
保
で
き

ま
す
。し
か
し
、最
近
の
災
害
事
例
か
ら
、

問
題
は
、
大
量
に
必
要
と
な
る
「
生
活
水
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
被
災
住
民
と

し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
最
低
限
必
要

な
「
生
活
水
」
は
、
ど
ん
な
に
少
な
く
見

積
も
っ
て
も
、
一
人
一
日
二
十
リ
ッ
ト
ル

は
必
要
で
す
。
そ
の
中
で
最
も
必
要
と
さ

れ
る
の
が
、ト
イ
レ
の
水
と
言
わ
れ
ま
す
。

人
間
が
生
き
て

い
く
た
め
に
、
入

浴
は
我
慢
で
き

ま
す
が
、
排
泄
を

我
慢
す
る
事
は

不
可
能
で
す
。
現

在
の
ト
イ
レ
は

ほ
と
ん
ど
が
水

洗
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
洗
浄
水
が
必

要
な
の
で
す
。 

新
潟
県
中
越
地
震
に
お
い
て
も
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
壊
滅
的
な
被
害
を
お

よ
ぼ
し
ま
し
た
が
、
井

戸
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が

無
く
、
生
活
に
必
要
な

「
水
」
の
確
保
が
で
き

た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。 

                 

寄
付
者
ご
芳
名
（
敬
称
略
・
五
十
音
順) 

（
3/25

～

4/25

に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
） 

※
都
合
に
よ
り
お
載
せ
し
て
い
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。 

(

株)

ア
ト
リ
エ
ビ
ス
タ
、
今
澤
隆
一
郎
、

後
藤
信
郎
、
小
林
民
子
、
四
季
の
風
、

髙
橋
真
也
、
中
村
信
義
、
樋
口
幸
子
、

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
新
体
操
ク
ラ
ブ
、
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
、

村
上
敏
雄
、
村
上
敏
明
、
遊
楽
塾
、 

そ
の
他
匿
名
の
方 

 

   

    

          

◎
「
新
館
建
設
、
移
転
説
明
会
」
が 

行
わ
れ
ま
し
た 

四
月
十
五
日(

金)

一
九
時
～
と
、
十
六

日(

土)

一
四
時
～
の
二
回
、
十
六
名
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
利
用

者
・
団
体
の
方
々
へ
の
「
新
館
建
設
、

移
転
説
明
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
①

Ａ
街
区
全
体
の
状
況
②
セ
ン
タ
ー
の
仕

様
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
質
疑
応

答
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
駐
車
場
、

駐
輪
場
に
つ
い

て
、
部
屋
の
貸

し
出
し
、
利
用

方
法
等
、
多
く

の
方
々
に
新
館

を
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、

積

極

的

な

意

見
・
課
題
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

◎井戸工事中のお願い 
5 月の連休明けから開始予定の井

戸掘削工事の際、工事車両の出入り、

騒音で周辺住民の皆さまにはご迷惑

をおかけすることになります。工事車

誘導警備員、防音壁を設置し、安全面

と騒音に十分留意し、皆さまに極力ご

迷惑をおかけしないよう対策いたし

ますので、ご理解いただきますようお

願い申し上げます。      
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◎日野混声合唱団新館応援コンサートの

収益金をご寄付いただきました 

先月号の寄付者ご芳名にお名前をお載

せした日野混声合唱団様のご寄付は、 

3 月 21 日（月･祝）に行われた新館応

援コンサートの収益金で、総額￥60,044

でした。楽しいコンサートをありがとうご

ざいました。 

 

ありがとう 

ございます!! 

 



                                

                               

事
業
報
告 

◎
お
花
見 

 

現
在
の
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
で
の
最
後
の
お
花
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
肌
寒
い
日
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
三
十

名
程
の
方
に

ご
参
加
い
た

だ
き
、
大
学

生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
リ
ー
ダ

ー
が
作
る
焼

き
そ
ば
や
、

焼
き
鳥
を
食

べ
な
が
ら
親

睦
を
深
め
ま

し
た
。 

 

◎
さ
く
ら
祭
り 

四
月
十
六
日
（
土
）
に
新
館
建
設
予
定
地

の
Ａ
街
区
（
た
ま
む
す
び
テ
ラ
ス
）
で
、
さ

く
ら
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
楽
器
演
奏
が
行
わ
れ
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

カ
ホ
ン
教
室
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

他
に
は
産
直
野
菜
等
の
販
売
や
出
店
も
あ

り
、
大
勢
の
方
で
賑

わ
い
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
は
、
今

年
初
の
参
加
と
な

り
、
協
力
団
体
と
し

て
子
ど
も
の
遊
び

場
を
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

◎
イ
オ
ン
多
摩
平
の
森 

幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 
 

 
 

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
!! 

 

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
幼
児
青
少
年
活
動
を
、

イ
オ
ン
多
摩
平
の
森
店
さ
ん
の
「
幸
せ
の
黄
色

い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
、
助
成
団
体

と
し
て
昨
年
度
か
ら
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

四
月
十
一
日
（
月
）
に
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ご
寄
付
を
授
与
さ
れ
る
贈
呈
式
が
、
行

わ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
の

お
か
げ
で
、
寄
贈
額
は
、
三
万
一
千
円
に
も
達

し
ま
し
た
。
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
応
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

  

日野社会教育センターが新館に移転するにあたり、様々なイベントが企画されています。お誘い合わせの上、 

ご来場ください。皆さんで一緒に楽しみましょう!!  

 
◎第 1 部:13:30～14:30 「歌のコンサート」 

出演：朝のさわやかシャンソン有志のみなさん 

昼下がりのシャンソン有志のみなさん 

◎第2部:14:50～15:45 「ゲストによるコンサート」 

出演：笠井志乃（Sop）淡路ファミリー（Gui） 

ひまわりクィンテッド有志（木管） 

千拍子のワルツの会有志（Voc） 

笠原美都恵 

 

̝ ȹɱȽɶ ┴ ̔  

♦シャンソン新館応援コンサート 
 
▼日にち：5月 29 日(日) 13：00 開場 13：30 開演 

▼会場：日野社会教育センター 

▼入場料：大人 1･2 部通し 1,500 円、 片方 1,000 円 

※髙校生まで半額、幼児無料（保護者同伴） 

  

 

「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
は
？ 

 
毎
月
十
一
日
の
イ
オ
ン
・
デ
ー
に
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
名
前
と
活
動
内

容
が
書
か
れ
た
投
函
ボ
ッ
ク
ス
が
店
頭
に
設

置
さ
れ
ま
す
。
レ
ジ
精
算
時
に
受
け
取
っ
た

「
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
」
を
、
応
援
し
た
い
団
体

の
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ
る
と
、
レ
シ
ー
ト
金
額
合

計
の
一
％
が
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

に
イ
オ
ン
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
で
寄
贈

さ
れ
る
制
度
で
す
。 

 

《「公益社団法人等寄付金特別控除額」の計算》 

(寄付金額－2 千円)×40% ＝税額控除額 

(100 円未満の端数は切り捨て) 
 
※但し、控除率は寄付金額の 40 ％、控除上限は所得税

額の 25 ％です。 

 

寄付控除を受けるには以下の書類の提出が必要と 
なります。  
①公益財団法人が発行する当該寄付金受領証明書 

②ご本人が作成する税額控除申請書 
 
たくさんの人で、「みんなのステキな木のおうち」 

を実現できるよう皆様のお力をお貸し下さい。 

※
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

と
は
？ 

イ
オ
ン
の
社
会
貢
献
事
業
で
、
毎
月 

十
一
日
の
イ
オ
ン
・
デ
ー
に
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
名
前
と
活
動
内

容
を
書
い
た
投
函
ボ
ッ
ク
ス
が
置
か
れ
ま

す
。
レ
ジ
精
算
時
に
受
け
取
っ
た
黄
色
い

レ
シ
ー
ト
を
、
応
援
し
た
い
団
体
の
投
函

ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ
る
と
、
レ
シ
ー
ト
金
額

合
計
の
一
％
が
そ
の
団
体
に
、
希
望
す
る

品
物
で
寄
贈
さ
れ
る
制
度
で
す
。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ₒお問合せ等】 ひの社会教育センター新館事務局〒191-0062 東京都日野市多摩平 4-3  ℡）042-582-3136 

 

＝新館建設資金ご寄付のお願い＝ 
 
現在、新館建設に向けて、皆様からのご寄付をお願

いしております。新館をより充実したものとするた
め、１億円目標で寄付をお願いしております。 

                
《寄付控除について》 

 個人が公益財団法人に寄付した場合、翌年に確定申

告をすることにより税額が控除されます。 

《振込先》 

口座名義 財)社会教育協会 日野社会教育センター 

口座番号 ００１８０－８－７９０９６６ 

  ※通信欄に募金と記入ください 

《「公益社団法人等寄付金特別控除額」の計算》 

(寄付金額－2 千円)×40% ＝税額控除額 

(100 円未満の端数は切り捨て) 
 
※但し、控除率は寄付金額の 40 ％、控除上限は所得

税額の 25 ％です。 

 
寄付控除を受けるには以下の書類の提出が必要と 
なります。 
 
①公益財団法人が発行する当該寄付金受領証明書 
②ご本人が作成する税額控除申請書 
 
たくさんの人で、「みんなのステキな木のおうち」 
を実現できるよう皆様のお力をお貸し下さい。 


